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 Dialectの研究が語学の研究にも文学の鑑賞にも極めて必要であること

は今更ら言うまでもないが，今日録音器の利用によって，将来はdialect

speechの実態を通時的にも，共時的にも，録音再生して，観察研究が出来

るであろう。

 筆者は昨夏一ケ月渡英，主として，Midlandぼ）dialectの実態をmicro

bassette-corderにおさめて，その結果を，「Midland Dialect聞きある記」

として，本学のr英米文学研究』第12号に掲載したのであるが，今年11月

23日には本学で日本バーディ協会の学会が行われるので，Hardyが常に熱

愛して，その郷土的小説の中にlocal colourを適度に活かそうと用いた

Dorsetshireのdialectを昨年Midlamd地方を旅しての途次Wessex地方

で耳にした僅かな経験を手蔓として，集め得た文献資料などをもと忙，研

究したWest Saxon dialectの直系であるWessex dialectの片鱗に触れて

みたい。

 Dialectはどこの国でも最も広く認められている基準とは異っている話

し言葉の形式であるが，次のような三つの特徴を持っていなけれぽならぬ。

 1＞話される語彙の特異性

 2） 使われる慣用語の一・般特異性

 3） あらゆる音声とその抑揚にわたって影響する発話の特異性。

 わが邦語でもそうであるが，英国方言はその固有の社会的理由から，方

言にはそれぞれ頗るきめの細かい意味の違いがある。十哩と離れた村落に

よって全くものの話し方が異る。方言はまた現代文明の世界では頗る安定

し難い。地方の産業化，それに伴う建築様式の進展，外から訪ねる観光そ
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の他の諸団体の影響等によってそのdialect speechの力が迅速に変わる。

かかる状況下ではtrained phoneticianもそのspeech sQundsの微妙な違い

を弁別することは殆ど不可能だと云っている。'（cf・ Elsie Fogerty， C． B． E．，

British Drama League）

 さて前述のようなわけで，Wessex dialectと言っても， King Alfredの

時代のKingdpm of Wessexの範囲は広く，凡そDorsetshireに，東は

H：ampshire，北はWiltshire，：Berkshire， Somersetshire，西はDevonshireの．

一部を占める東西は120哩位から南北は80哩に及ぶ地域であるから，それ

等全地域に亘るdialectsに就いて調べるのは容易な仕事ではない6今研究

の領域をHardyが好んで用いたDorsetshireの方言に狭めてみても，その

周辺のWiltshire， Somersetshire等の方言についてすらも微妙な相違のあ

・ることは，TessのXIIの初頭に1｛ardyがSomersetshireとDorsetshire

の：境にあるBlackmore Valeの内側で土地と風景の異るように，住む村民

の気風や言葉つきまで違っていると言っているのでも想像出来る；The

ascent was gradual on this side， and the， soil and scenery differed much

from those within Blakemore Vale． Even the character and accent of the

two peoples had shades of difference， despite the amalgamat｛ng effects of a

roundabout railway； so that， thQugh less than tyventy miles from the place

of her sojourn at Trantridge， her native village had seemed a far-away spot．

 本文の中で所謂‘shades of difference'と云っているのは旧説の憐用語の

一般特異性，あらゆる音声とその抑揚にわたって影響する発話の特異性の

上にわたっても現われているのであって，このように語調の微妙なshades

of di銑renceに至ってはtrained phoneticiansと錐も捕捉して記述出来る

ものではないが，幸い筆者は：Londonで入手したTape-recordsによって

耳を通して活きた発話を聞き，それを出来るだけbroad notationによる

phon6tic transcriPtion（但し微細を要する個所にはnarrow notationを用

う。）を本文末にstandard passage『と対照添付することとした。

 さて，そこで筆者は広いWessex Dialectの範囲をHardyが主として用

いている前記WiltshireとSomersetshireの境のBlackmore（Blakemoreと
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、も綴る）Valeのdialectに絞って研究した所を簡明に述べることとする。

本  論

' Wessex dialectは既述の如くWest Saxon dialectを祖として今日South-

 ern Englandの諸州に活きていることは前述の通りであるが，これが歴史

 的な検討は省き，1 Hardyが用いたBlackmore ValeのdialeCtを中心として，

 筆者の浅い経験とHardyのTess等からの資料をもとに，先づ発音の面か

 ら眺めることとする。

  1．・発 音

  A．短母音には［i］，［i：］，［e］，［e：］，［εe］，［ae：］，［α］，［α：］，［つ］，［つ：］，［u］，

 ［u：］，［e］，［e：］，［o］，［A］の16音の外に

  （1）一個特異な［6'］がある。［e］よりも．more closed vowelで， Wessex

 TalesのThe Three Strangers；‘Well， well，'replied the constable impa-

 tiently； ‘1 must say something， mustn't 1 ？ and if you had all the weight

 o' this undertaking upon your mind， perhaps you'd say the wrong thing

 too ！一Prisoner at the bar， surrender， in・the name of the Father-the Crown，

 1 mane 1'

  Tess， XXXIVに‘‘Some says it do mane（＝mean）one thing and some

 another”と標音の綴で頻出するのは，［m6'n］と発するのであろう。

  この音はまた時には，［m奮n］とも発音する。Tess XVIIではYou'11・want

 adish o'tay．の如く［te▼］（＝tea）と発している。

  （2）［i：］は標準音［i：】より余程短かい。例．meet［mi't］；feet［vi't］でf

 はこの地方では［V］と発せられ，Sは［Z］と発するのが特徴である。例．

 zeed（＝seed＝saw）［zid］， Tess IV，…when 19eed her vamping round…又

 keepも［ki'P］である。 例． Tess， XII，一them I kips fbr slums and sea

 ports．（スラムや港町にとっておいてあるのを…）。従って， shipもsheep

 もhomonymである。故にmeet， feetの母音はいつれも［i'］である。

  ［i：］の音で“ea”と綴るものは［ie］と発せられることが多い。例． bean
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［bien］；beast［biest］；clean［klien］；mead［mied］・然しこの場合速く軽く発

せられると，屡々［ie］とも聞える。 ∫          ・

 （3）［i］は元来accentがないと不安定な音であるので， Wessex dialect

でもobscureな［o］又は［A］． ﾆなるようである。 例． bridge［bred5］， will

［wel］，さらに［wo1］とも発せられる。

 （4）［e］はlip-spreadされて，時に［εe］と発せられたり，又［α］と1ip-

roundされて，口の奥から発せられる。例． beg［bεeg］；eg9［εeg］又々ま［α9］；

pen［Pεen］， ten ［teen］．従ってbag， begもpen， panも亡enもtanもhomo-

nymとなる。

 （5）［α：］、音の中で綴字にrを含む或るものは［ie］と発せられる。例．

arm ［iom］； card ［kied］； garden ［giedn］．

 （6）［α：］の出るものは［ee］又は［ee：］と発せられる6 例． after［ee：to］；

father［vee60'］又は［va｝：6et］；half［ee：fユ（注）a，ternoon［α：tenU：n］の如

く，［f］が落ちたり，：baユfの如く［hユが落ちる◎

 （7） ［o：］は［6▼］ヌ，は［e：］と崩せられる。例．jaw［d36'］jZrは［d3e：］；straw

［str6 t］又をま1［stre：］．

 （8）［o：］でorと綴るものは多く［α＝］と発する。例． b虚n［ba：n］；corn

［kα：n］；forty［vd：ti］；orchard［d：t∫it］． （注）［α：］は時に［e：］とも発せら

れるようである。

 （9）［e：］は［n］の前では［ie］と発せられる。例． earn［ien］；1eam［lien］；

fern［vien］．然しこの場合［ie］は［eo］とも聞えるようだ。 earthは［ioe］と

も［eee］ともなる。     ．       ttt'．

 ⑩ ［e：］，［り：］は次に［s］，［st］，［z］の続く場合は，よく短かく［A］，［り］と

発せられる。例．burst［bAst］；cursed［kAst］；first［vAst］である。

 ⑪ ［A］は時に［au］と発せられる。例． crust［kraust］；dust［daust］；rut

［raut］ ．

 ⑫ ［A］の中でも，prefix “un”は‘［On］ヌ，をま［6n］と晒せられるのが常で

ある。例．Tess XXIX， unluckily；unreasonable等はTess VII，一and at

no onreasonable丘gure・の如くみfs on一を以て標音的に綴ってあることが
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多い。

 ⑬．［ei］の次に子音が続く場合OEでは［α］であった為か，又はその系

統の音であったものは［ie］，［ee］或は［ie］と不安定のものが多い。例． bake

［biek］， ［beek］， ［biek］；' cake ［kiek］， ［keok］， ［kiek］； name ［niem］， ［neem］，

［niem］； tale ［tiol］， ［teel］， ［tiel］； tame ［tiom］， ［teem］， ［tiem］．

  次に参考として，W． Barnes， Grammar and．Glossary of the Dorset Dia．

1ect・ P・1＄からのstandard passageをquais-phonetic notationであらわさ

れたものを示すと；

   What have you rnade of the old lame mare that you were leading up

the lane from the mead （＝meadow） ？

   ＝what have ye a-mead o' the wold lenme meare that you wer a-lead6n

up letine vrom the metid ？

 ⑭ ［ei］ぽ上記の外は多く［ai］又は［εei］と嚇せられる。例． Paper［paipe，

pacipe］； tail ［tail， teeil］； hay ［ai］； may ［mai］； stay ［stai］

  （注） dayは［dεei， d6'］と発せられる。

 ⑮［oi］は前に［b］，［P］，［t］ガミ来ると［woi］又は［wei］となる。例． boi1

［bwoil， bw∂i1］；point［powint， pweint］（注）［b］，［P］の場合， bilabia1、 con-

sonantであるため［w］を導入する因となりやすいと思われるので， moil，

moistは如何んと調べてみると［mwoil］，［mwoist］等があるが［w］の入ら

ぬものもある。（Wright；English Dialect Grammar参照）

  ⑯ ［ou］が［wo：］となるものがある。例． oak［wo：k］；bold［bwo：ld］；

cold［kwo：1d］；01d［wo：ld］ （注）邦音オ［o］とヲ［Wo］に似る。

  ⑰ coffer， comelyもKlwof琵r（cf・Tess IV， another rested on the oak一

・carved ‘cwoffer'．）； cwomely （cf． Tess XIII， Why is your cwomely face tied

up in such a way ？）

  ⑱ ⑰の例から類推すると［OU］の多くは，［wop］，［wue］，［WA］，［UO］，［OO］，

［oe］のように回せられるのは首肯出来るように思われる。例． oats［woets，

wuets， wAts］； goat ［gwoet］， coat ［kuet］； gold ［gueld］； open ［oepn， oepn］

の如く発せられる。（c£ Wright， English Dialect Grammar・）
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 ⑲ 其の他01dが［wAld］と発せられて， wuldとTessには綴られたり，

homeがhwomeと綴られているのは，［Uom］w入m， Whem， woom］の亥口く

Dorsetshireでは色々に発せられるとWright， E． D． G．にあるので，その発

音も想像される。尚fellowが［f610・］；shadowがshadder［∫溢do▼］l swallow

がliw・ller［・w519'］；n・加reがn・・er［n・i・・▼］；・・n・inu・が・・n・iny・［k・n・ini］

の如くunstressed丘nal syllableがweakenされるのやestablishedが'sta-

blished； ‘scutcheons （＝escutcheons）； ‘count （＝ account）； 'prehti6 （＝

aPPrentice）等のようにstressのない語頭の二又は音節が脱落する現象はた・

だにDorsetの方言のみでなく一般にも起る言語現象であろう。

 2．

 B．子音 Dorsetshire， Wiltshire， Somersetshireを訪ねる旅人の耳を先

づ驚かすのは［f］音が田園地方の人のことぽに少く，［v］音が多く，［s］が

［z］と有声化することであろう。従って，Somersetをわが東北地方の「ズ

ーズ弁」と椰面するように［zAmezit］とその発音を真似るのを． Manchester

で耳にしたことがある。さらに気をつけて耳を傾げると［r］がSoutherh

Englishのものよりもその響きが激しいようであるのは筆者の如き，通り

すがりの旅人の耳を謡うかしたところであった。然し子音については母音

ほどに微妙な差異は少く，彼等の話し振りに注意しているうちに，次のよ

うな点に耳慣れてゆくに従って，大体の意を把握出来るように思われる。

 （1）Teutonic originの語頭の［f］は大抵［v］と発せられる。 例． four

［vaue］；丘ve［vaiv］；fe6d［vi・d］；fast［vαst］；fo悔1［vaul］ 注1． West So-

merset， West Devonshireでは語頭でなくともfは［v］となる。 例． life

［1aiv］；wife［waiv］注2． Romance originの語のfはそのまま。例． family；

famine； figure， etc．

 （2）但し，注意を要することは，語頭にfを持つTeuton系の語℃も

H：omophQneは次のように区別することがある。』

 a）［v］と発するもの；fa11（v）， fowl

 b）［f］と発するもの；fall（＝autumn）， fou1

 （3）Teutonicの語頭のsは［z］となる。例． send ［zeen］；so［zu：， zo：］1
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said ［zaid］； zeed （＝seed＝saw） ［zi：d］； zay ［zei］ （＝say）； zet （＝set） ［zet］

（注）外来語にはこの現象は起らない。例．ser▽ant；science；sabbath；etc・

のsはいつれも［s］である。

 （4）fの場合と同様に，語頭にsを有するTeutonic・wordでもhomo一

，phoneは次のように区別される。例・1）see；sun；．set（v・）は［z］；2）sea；

son；set（n．）は［s］と発音する。．

 （5）語頭のthは［6］と発する。 例． think［6iηk］；thunder［6Knde・］；

Thursday ［65：zdi］

 （6）rの前では［θ］は［d］となる。例．three［dri：］；throw［dro：］；through

［dru：］； threshold ［drdJel］ t

 （7）母音間の［d］は［6］と話せられる。  例．fbdder［v56e・］；ladder

［1ad6e'］； etc．

 （8）［n］の前の［v］は［b］と涌せられることが多い。 例．seven［z麓bn，

z6bn］；eleven［1adbn， 16bn］（注）上例の如く［ii6bn］のunacented頭音又

は音節lx elideする。尚この［b］は［v］と正しく発せられる場合もあって，

一定しない傾きもあるという◎（cf． Wright， English Dialect Grammar）

 以上の外に子音脱落はこの地方のdialectにのみ限って現れるものでは

ない。ここではTessによく見かけられるものを挙げるにとどめる。

 （9）［d］の脱落

  poun' （ ＝pound）； chil' （＝child）

 ⑩ ［f］の脱落

  baily （＝bailiff）； neckercher （＝＝ neckerchief）

 ⑪ ［h］の脱落

  'em （＝＝them）； 'en （＝OE． hine＝＝him）； 'a （＝ OE． he＝＝he）

  'er （〈OE． he＝＝he）

 ⑫ ［1］の脱落

  a'most （＝almost）； a'ready （＝already）； on'y （＝only）

 ⑬ ［t］の脱落    ＼

  projeck （＝project）； tex （＝＝text）
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 ⑭ ［6］の脱落

  wi' （＝ with）

 ⑮ ［V］の脱落

  ha' （＝：have）； hae （＝＝ have）； hain't（＝haven't）； gie （＝give）

 ⑯1［w］の脱落

  for'ard （＝＝ forward）； innerds （＝＝＝inwards）； 'i11 （＝will）； 'ithout

  （＝without）； summat （＝somewhat）； summut （somewhat）

 ⑰ ［j］の脱落

 'ee（＝ye）；ees←Yes）（注）Dorsetではyesは一般に［i：s］である。又

。't（of it）；o'the family（一〇f the family）等は頻繁た。聞かれるところであ

る。all of itは［o：1 ev it］とも［o：b・t］とも発音され， all of themは［o：1

ev em］とも［つ：1 e'm］とも発音される。・

文  法

 発音につい℃は以上特に著しい点をあげたが，文法ではそれほど注目に

値する点を見ない，というのは裏にMidland dialectに隔て見られた所に

類似する点が多いので左程奇異の感を起さぬのである。例えば

 （1）冠詞についてみるに，，古い年代の教育の低い人はanを用いる所も

aを用いるのはMidlanderと等'しい。Tessの文中にも，01dをとる名詞の

前IX a 01d lady；aold aged manの如く記している所が多い。この点Mid-

1and dialectではa， anの用法は学校教育以前では一般にやかましく云わず，

総てaでかたずけるのと一脈通じているようである。

 定冠詞も［6］であって，t'other dayとあるのはthat other dayのthatの

語尾‘t'がかすかに残ったものであろう。

 （2）名詞及 形容詞の特殊形，thik等。1）古い名詞の複数語尾一11は今

日のSouthern Englishでは， oxen， children， brethren等に僅かにその痕跡

を留めているのみであるが，この地方には次の如き複数語尾，一enのもの

が田園地帯では尚今日も古い世代の間には通用している。例．kine［kain］
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（＝cpws）； cheesen ［tJi：zn］ （cheeses）； eyen ［i：n］ （＝＝eyes）； housen ［6uzen］

（＝・houses）；placen［Pliesenl（＝places）；shoen［∫u：n］（＝shoes）；etc・ （注）

mile， pound，等総てreckoning， measurernentを表わす名詞は複数の場合

もその変化をせず，25mile；q thousand poundの如く用うるのはMidland

dialectと同様である。

   2）此の地方の方言で標準英語ではとり上げぬがこの方言の理解に

は見のがすことの出来ぬ一事がある。それは：BarnesのAGrammar and

Glossary of the Dorset Dialect， P．21でも述べているが，名詞を2種別に

大別していることである。

 一つは一定の形状を有するものと他は一定の形状を有せぬものである。

前者を1）Personal nouns．後者を2）Impersonal nounsとしている。

 1）の例は即ちman， woman， carriage， house， etc．

 2）に属するものは，water， kindness， afternoon， etc・この区別は一見さ

ほど重要ではないように思われるが，これが此の地方の代名詞，ひいては

形容詞に不可欠な関係を持ち，この方言の徹底した理解に必須となって来

る。：Barnesの説明を借りて，先づこの方言に特有なthikとthisの用法を

Tess， iiiの例文によって調べる。

Had it anything to do with father's making such a mommet of himself

in砺んcarriage露∫afternoon？（それは今日の昼すぎ父があの馬車に乗っ

て笑いものになったのと何か関係があったの？）

 この文中carriage即ちPersonal nounに用いたthikはBarnesの云うよ

うにDorsetではthatを意味し，同じWessex地方でもHampshireの北部

ではthisのみを意味するのでDorset dialectで書いた上文ではafternoon '

なるimpersonal nounのthisはちゃんと使いおけて用いていることが判る。

それならば，personal nounにthisは用いないので， thisの意味では何を

用いるかというと，そのためにthease［6iez］と云う語がある。故に，

：Barnesの文例で，

  Come under thease tree by this water．

  Goo （＝＝go） under thik tree an' zit （＝sit） on that grass．
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の如く使い分けるの「である。thease ground；thik groundと云うと，

“ground”は区域形状の謡った畠の謂であり， this ground；that groundと

云うと境域の定まらぬ土地を云うのである。Dorset dialectではこのよう

に厳密に使い分けているが，Hardyの作品では，さほどきびしく使い分け

てはいないようである。それはHardyもG． EliotのSilas Mamerにおけ

るように“artistic duty”と云う目的のために大衆に広くわかって貰うこと

を第一として，方言も適当に活用することを主眼とした作家であったから

であろう。

 （3）形容詞．that there（一that）・this here（＝this）この形は英全土のみ

ならず，．更に海外にまで広く伝っているが，此の地方でも盛んに用いられ

ている。 例．TesS XIV，‘She's folld of that there child， though she mid

（ ＝＝might） pretend to hate en， and say she wishes the baby and her too were

in the churchyard'， observed the woman in the red petticoat．（「嫌ってい'

る風をしても，やつぽり，自分もその子も死んだ方がいいなんて云いなが

らあの子が可愛いいんだ」と赤いペチコートの女は言った。）

 Upon my soul and body， this here stooping do fairly make my back open

and shut！Tess． S〈xii（いやはやたまったもんじゃない。こう屈んでちゃ

背中が本当にわやになってしまうよ。）

 （4）代名詞 上述の‘thease'，‘this'，；‘thik'，‘that'の用法は代名詞である

場合にも適用される。人称代名詞では特に二人称の用法に注意を要する。

単数の場合は親しみや侮りの意を含むに用いられるのは殆んど英国全土に

亘ると思われるが，特に此の地方では相手を責めたり，小言や争いの場合

で，普通はstressをおかず［60］と発言する。例．‘How darest th'1augh at
                         鯉
me， hussy！' she cried． Tess X，（よくもおらがこと笑いくさる，こんあぼ

つれめ！）

  Ah， th' st （＝＝thou dost） think th' beest （＝＝thou art） everybody， dostn't

・←dost not）， because th， beest first favourtie with He just now！一ibid．（今

のところあの人に一番気にいってるんで，自分が一ばんえらい位のつもり

でいるんだ。）
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 人称代名詞の二人称単数ρ使い方をみるに，emphasisをおく時は［6au］

と発音するが，そんなことは少い。売上文中のHeは前置詞withに支配

されないのはemphasizeを強めているため主格形をとり，その上さらに

Capita1にして強調している点注意すべきである◎又単数のyouと複数の

古形ye（or'ee）とが目的格で殆んど無差別に用いられている。例． Good

night t'ee．＝Tess i．（ ＝to ye．）

  Ye don't say so！一ibid（これは驚いた！）

  But you will turn back and have a quhrt of beer wi' me ？一ibid

  ．．．．．．1 don't mind telling you that．．． ibid

 序に上文はすべてTessの父即ち同一人の言っている言葉であることを

付言レておく。

 （5）人称代名詞の三人称・二人称について特記すべきことは上述の通り

であるが，三人称は最も我々外国人にとって紛らわしいので次のように整

理して表示する。

 1）単数。

       男性

 主格 he，'a［三：， ei，e］

 目的格  en， un，'n［An，∂n， n］

2） 複数。

 主格 they［6e'］

 目的格  'em［em， om， m］

上表を便宜上2）複数より眺めるに，

 女性

she， 'a ［fi：，e］

her ［e：， e］

中性

it ［it' t］

it ［it' t］

                  主格they［66t］は何の変りもない。

然し目的格'emも此の地方のみでなく英全土及び米国にまでも行われて

いる。これは元来MEのhem（＜OE dative case， him， hym， hiom， heom）

と遡ることが出来る。即ち標準英語でdative case， himが現代英語の目的

格となっているように，古いdative方言の目的格として保存されているの

である。次に単数形の用法をみると頗る注意を要するものがある。即ち既

述名識とおいて述べたようにDorsetshireではpersonal nouns（一定の形

状あるもの）に対しては文法的にはすべてhe， en等男性代名詞を用い，
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itはImPersonal nouns（一定の形状なきもの）の場合にのみ用いられてレ・

る。例・He's（＝＝the tree is）a-cut down・John vell'd（＝ felled）en（＝it）・と

言い，搾れた水を'Tis a-dried up・である。 cf・；However・'tis well to be

kin to a coach・even if you don't ride en・一Tess・iv・（でも馬車に縁のある

なあえxもんだ，それに乗らんかてね。）

 Her mind can no more be heaved from that one place where it do bide

than a stooded waggon from the hole he's・in．一xlvvii・（あの子の心は穴へ

落ちこんでしまった車も同然，一つ所にへばりついて離せたもんでねえ。）

 次に'a（・＝he）はTessに1ま頗出する形で， heの形よりunemphaticであ

るようである。

 “At the present moment，” he says to your father， “your heart is enclosed

all round there， and all round there； this space is still open，” 'a says． Tess，

III・（「現在のところ」とお医者さんが父さんに云って聞かせた～「あんた

の心臓は，ここでぐるぐるとり巻かれている。ここでもそうだがここんと

こはまだあいている。」と医者はいうんだ。

 'un（＝＝him）の例はTessセこは，見られないが，'imになったり， unに

なったりする所をみると，前の語との発音の関係によるものと思われる。

Jude，1-iiには次の例がある。

 But 1've got him here to stay with me till 1 can see what's to be done

with un・（だが，ここに引きとって，どうしたらいいか見ることにしたの

だ。）

 ，a←・she）は， He and another man brought her home， thinking，a was

dead．一一一Tess． xxxiv．

 さらにDorsetshire．dialectで特筆すべきことは目的格の代りに主格が角

いられる点である。然しこれは仔細に検すると，決して，無規道に行われ

ているのでなく，間接目的の場合か，前置詞の目的であって，しかもその

目的を強調する場合であるように思われる。即ち標準英語で，Give him

the book・において，普通にはこの語法であるが， himを強調せんとする・

場合には，Give the book to He．と云うのである6Tessには間接目的の場
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合は見当らなかったが，前置詞の目的の場合は，既に（4）代名詞の所でTess

xからの例……first favourite with He just now！であげたが，外にもNot

on account o' 1-Tess i， ‘try your hand upon she （xvii）； “talk of he” （xliii）

“hot enough for I（xli▽i）；‘‘to do with she”（xlvi）等頗出するが，必ず

emphasisを感じられるようである。

 （6）動詞H：ardyのDorsetshire dialectの現われる作品中に工be；ye

（you）be；we be；they be等の形が頗出するのに我々は唯奇異に感じ，

Southern ' Englishの託ったもの位に想像するが，それは決してそんな軽薄

なものではなく，遠くDorsetshire peopleの父祖の語を伝承し，'そがれ世

代世代を経て，言語自然の趨勢に従って1evelingし今日になったもりであ

るので，一一々引例の煩を避けて，OEのWest SaXon dialectの古形と現代．

のDorset dialectを比較対照する一覧表を示すこととする。

          Present Tense

  （West Saxon dialect）

   Ic beo

   6u byst '

   he is

   We beo6

   ge beo6

   hi beo6

          Past

   Ic wees

   6u weere

   he wees

   we wおron

   ge weeron

   hi weeron

c£ 1）

  2）

Tense

（Dorsetshire dialect）

 1 be

 thou beest， bist

 he is

 we be

 ye， you be

 they be

1 wees， wer

thou werst， wast

he was， wer

we wer

ye， you wer

they wer

 That wer a11 a part of the lary ！一Tess． iii

 このようなsimplificationの結果werとwasが同じように用いら

れwe；ye（YQU）；Theyにw26が用いられる。、

 例．In Saint Charles，s day We was made knights o， the Royal Oak・
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 '一一iii

  YoU was on the wrong side．一iv

  They was married elsewhere．一xxxviii，

3）haveがこの方言では三人称単数現在でも用いられることは注意

 すべきである。例．He've served me well in his life・・time・一iv・Cf・

 have （〈 OE． hafa6， haf6）．

4）過去形で標準英語でstrong verbのものの内のあるものが此地方

 の方言ではweakであることがある。例……'twas' only th「ee o'clock

 in the world， and，a㎞owed that…XVII．．Iknowed．the血an we11．

 一ibid．その外seed（＝saw）；zeed（＝saw）；zid（＝saw）；runned；

 feeled等となって頗出する。これ等のverbはP．P・として出てるの

 は一々例示を要せぬ。即ちknowed；builded；growed；blowed；・

 catched；hided；slided等々であって， indicativeかsubjunctiveか

 決しかねる場合もある。又稀ではあるが奇異の目を見張らせるもの

 はdouble past又はdouble past participleとでも呼ぶべきthoughted

 に出会ふことであるQ 例．'Tis thoughted that great things may

 come o't（＝of it-out of it）・一iii（それから大した事になるかも知

 れんと思われるんだ。）そうかと思うと，標準英語の過去形がdouble

 past又はP．P．に用いられる。 例． Mother is took very bad・一xlix

 （母が大へん病が悪くなった。）

5）この外耳ardyの方言の中で今一つ指摘しておきたいことは， Dorset

 dialectの過去分詞がよくa一［o］なる接頭語を有することで，例ば

 H：e've． aTlost his knife；She've a-broke tha glass，の如きは・Chaucer

 のy-P．P．の形やSpenser， Miltonによ、くあるy-cladd等のP．P・．の遺

 物，さらにOEのge一旦は3eに相当するP．P．の徴であらうかと思

 われる。又これは此の地方の方言のみでなく，標準英語にも残って

 いるalive， afloat，等の如き語を思わせる， He was a-coming・（又は

 acoming）その他a-creePing， a sittin9， a-cryin9の如き形で頗出する

 verbal substantiveであったものと解されている形をこの方言に見
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 かけることである。尚この一ingの発音は［en］が普通で［η］とも又

 Midlandersの発する［η9］でもないと聞く。

6）Dorsetshire dialectでdoを三人称単数でもemphasisなくて，現

 在を表わしながらinde丘niteに普通に用いている。勿論その場合は

 ［do］と発音する， emphasisの時は［du：］である。 Hardyは文中に

 何等明示しないので，読者はcontextによって，語気に注意を怠ら

 ぬことが大切であろう。例．He do want to get up his strength for

 his journey to-morrow・一一一iiiと上文の少し上にある，“As soon as it

 do meet， so”などいつれもそれであろうと思われる。 didの場合もl

 past verbのみの単純なものとdidが動詞に密着して用いられてい

 る場合には明確な意義上の差違が感じられる。

  She bea't the child．（一回ピシリと打った意）

  She did bedit the child．（続けざまに数回打った意）

 この点についてはBarnesはそのGrarnmar and Glossary of the

 Dorset Dialect， P．25に次のように述べている，

  Aboy said to me， in speaking of some days of very hard frost，

 “They did break the ice at night， and did vind （?ind） it auroze

 agean nex' mornen．” That is they broke and fouhd several times．

 If they had broken and found only once， he would have said： “They

 broke the ice at night， an' vound it，” ＆c．

 Tessの中でも彼女の母親がAlecがdiamond入りの指輪をはめて

 いたと言ふと，Tessの弟のAbrahamが横合いから，“Yes， and I

 seed it ！ and it did twinkle when he put his hand up to his mistar-

 shers（一mustaches）・一vi．と云う文中のdid twinkleに注意。

7） 尚Tessの中には古文にみられる如きdouble negationがこの地

 方に普通用いられることを示している，Oh， No lands neither又は

 1 couldn' make nobody hear at a11 by knocking XXXIV ￥である。

 尚最後に数詞の二桁の数を古風なWest Saxon式（今日のGerman

 styleで）， six-and-twenty， five-and-tWentyを用いているのが注意を
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ひく。

  筆を結ぶにあたって，：Briti『h Drama League（9：Fitzroy Square：London・

W．1．）において，Dorsetshire（Blackmore Vale）Dialectの一節をJ． Cli旺brd

Turner氏が同Drama：Leagueで作成したDialect recordsからphonetic

signsで転写したものをStandard passageと共に掲げて，転写を通して

Standard passageと逐語比較して，同dialectの生態を，本論文において

述べた所を参照しながら，察知されたい。

                  THE STANDARD PASSAGE

    So you see 1 am right about that， mates．

    The little girl coming fr6m the school younder， past the byre．

    Now there she is， going down the road． through the red gate， on the

left-hand side of the way．

    1 say ！ The silly maid has gone straight up to the door of the wrong

    Foolish child ！ What's she thinking of； just where she will very likely

chance to find that grumpy， shrivelled， deaf old fellow． We all know him

well enough， don't we ？ Of the name of Thomas， isn't it？ W' @ell， he can't

abide the children．

    Won't the rough edge of the old chap's tongue soon teach her not to do

．it again ！

    1 warrant he's a treasure ！

    Look， isn't it true ！

    See her scuttling off， poor dear lamb ！

    That's his tune， 'sure．

    Did you ever see such a sight in the 'wor1d ？

    Here comes the school master， too．'

    Hark at the noiSe ！

  註．上記passageの転写には出来る限りbroad notationsを用い，僅か

・な個所tlC narrow notationsを用いる。転写作成に当って1ま故Daniel Jones

・教授及びDr． H：arold Ortonの． many helpfu1 suggestionsを賜ったことを
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謝している．。

             Dorset （Blackmore Vale） Dialect transcribed

    zo ju do zi：Aibi」Ait Ibαut 61k， mlz加iz．

    Ildl ma：ld， ekomin v」em 6e sku：1 j a'nde」， past 6e ba：Jken．

    nav 6eiJ Jibi' o gwa」n daun 6e 」ood e」u： 6e Jgd giet， Dn 60 lgft

zeid e 6e wa'r．

    luk zi： ！ 6e sili ma'id eA e ga'n st」eeit Ap to 60 dJEeJl eA 60

Jan haus．

    vu：11∫t∫αII！wαt bi∫i o OII〕k血。；6af）ts d3gs w3」∫i1 moest lblklI

kAm o kJa's 61k snEepl， sk」imp1， dAntf wo：ld veleJ． wi'd a：1 no' on

'wgl enAf， doent wi'？ neem e tames b£nt lt？ wgl nau hi keint

 obAid tflldeJn．

    wo：nt 6e wo：ld tfeeps beell 」eeg1n t42n zu：n la：in £：」 nat te du：

 et eg曾en ！

    e」d olau i：z o pJee3peJ touent ！

    luk si：． bslnt lt tJu：・？
          '

    nau 6eJ fi' bi：e sku'tln a'f， poeJ dleJ zDul '！

    6eets lz tfuon， veJ 3ueJ．

    dld i gveJ si zltf e zAlt ln 60 w3Jdl ？

    h14eJ de kAm 60 sku：1 meesto」， tu：．

    d3．is Ilsn te 6e na：lz ！

Note ：

 3J， eJ， digraphs repressenting retroflexion of the vowel．

 1 Retroflexion not very clear．

 2 This seems somewhat retracted

 3 Seems actually more open

4 Somewhat j'3-like

References

 1． The English Dialect Dictionary． Ed． Joseph Wright． London， 1898-1905．

（83）



Wessex Dialectの研究

O
 
・

9
臼
り
σ

コ
4

5．

The．English Dialect Grammar． Joseph Wright． Oxford， 1905．

A Grammar and Glossary of the Dorset Dialect． Willian； Barnes． Philolo-

gical Society， London， 1863．

The， New・Survey of Dialectal English in ‘English Study Today'， Harlold

Orton and E． Dieth， Oxford， 19Sl．

British Drama League Dialect Records． British Draina League， London，

1960．

（84）


